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資料―６ 伝承活動のアンケート結果 

① 単純集計結果 
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②クロス集計結果 
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③有効性検証結果 
【「過去の災害について」の理解度】 

・ 防災カフェの午後を除く全てのイベントにおいて「よく理解できた」と「やや理解で

きた」をあわせた割合が 90％と高くなっている。 

・ 防災カフェの午後で理解度が低くなった要因としては、過去の災害についてお話やパ

ネルなどの手法を利用したが、参加者が能動的に参加することがなかった点が上げら

れる 

・ 伝承講座でも「よく理解できた」の割合が低いが、パネルや資料がなかったことに加

え、聴講型のため積極的な関わりがなかったことが考えられる。 

・ パネル展の場合は参加者が自分の興味あるパネルを選択して見ることができ、理解が

深まったものと考えられる。 

 

イベント 

名称 
内容 

訴求 

対象 
伝承手法 

人数
アンケート結果 

災害教訓

伝承授業 

防災と社会

をテーマに

した授業 

子ども ・授業 n=30

災害教訓

伝承講座 

災害教訓伝

承講座の研

修会、現地

見学会 

地 域 リ

ーダー 
・おはなしマップ n=46

承遺構見

学会 

治水・洪水

の遺構施設

をめぐる見

学会 

地 域 リ

ーダー 

・おはなしマップ 

・現地見学会 

（石碑、記念碑） 

n=28

安全大会 
災害伝承パ

ネル展 

中 高 年

層 

・おはなしマップ 

・災害伝承パネル 
n=55

天竜川防

災カフェ 

（午前） 

中 高 年

層 

・おはなしマップ 

・朗読 

・災害伝承パネル 

n=14

天竜川防

災カフェ 

（午後） 

防災 

イベント 
子ども 

・子育て

世代 

・おはなしマップ 

・朗読 

・災害伝承カルタ 

 

 

n=8

 

 

 

 

   よく理解できた      やや理解できた 

   どちらでもない      あまり理解できなかった 

  理解できなかった 

67%

32%

46%

53%

62%

33%

59%

50%

41%

31%

57%

5%

8%

14%

5%

14% 14%

4%

4% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【「災害体験談」の理解度】 

・ 伝承授業、伝承遺構見学会、防災カフェ（午前）で「よく理解できた」と「やや理解

できた」をあわせた割合が 90％以上と高くなっている。 

・ 災害体験者の話を直接聞くことにより伝承を行ったことが、より高い理解度につなが

ったと考えられる。 

・ 伝承講座、防災カフェ（午後）では低い結果となっている。これは伝承講座では災害

伝承ビデオを利用したが、放映時間が短く、その時間内では理解するのが難しかった

とが考えられる。 

・ 災害体験談についてはビデオよりも実際に災害体験者の方のお話を聞くことがより

効果的であると考えられる。 

 

イベント 

名称 
内容 

訴求 

対象 
伝承手法 

人数
アンケート結果 

災害教訓

伝承授業 

防災と社会

をテーマに

した授業 

子ども ・災害体験談 n=30

災害教訓

伝承講座 

災害教訓伝

承講座の研

修会、現地

見学会 

地 域 リ

ーダー 
・伝承ビデオ n=46

伝承遺構

見学会 

治水・洪水

の遺構施設

をめぐる見

学会 

地 域 リ

ーダー 
・災害体験談 n=28

安全大会 
災害伝承パ

ネル展 

中 高 年

層 

・災害伝承パネル 

・伝承ビデオ 
n=55

天竜川防

災カフェ 

（午前） 

中 高 年

層 

・朗読 

・災害伝承パネル 
n=14

天竜川防

災カフェ 

（午後） 

防災 

イベント 

子ども 

・子育て

世代 

・朗読 

・災害伝承パネル 

 

 

n=8

 

 

 

   よく理解できた      やや理解できた 

   どちらでもない      あまり理解できなかった 

  理解できなかった 

73%

14%

64%

43%

42%

20%

48%

32%

54%

50%

57%

18%

8%

14%

14%

14%

7%

14%

3%

4%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【「災害に関する伝説や昔話」の理解度】 

・ 伝承遺構見学会、防災カフェでよく理解できた」と「やや理解できた」をあわせた割

合が 90％以上と高くなっており、伝承講座では他のイベントよりも低い結果となって

いる。 

・ 伝承講座では、開催時間も短くおはなしマップを配布しただけで、詳しい説明を行わ

なかったことや、伝承講座の今後の展開をねらい伝承の枠組みやツール紹介を広く行

ったことが理解度の低い原因と考えられる。 

・ 伝承講座では災害にまつわる昔話をまとめた冊子を配布しただけであるが、見学会や

防災カフェでは地物の見学やお話の読み聞かせといったことを同時におこなってい

ることにより効果が高くなったと考えられる。 

 

イベント 

名称 
内容 

訴求 

対象 
伝承手法 

人数
アンケート結果 

災害教訓

伝承講座 

災害教訓伝

承講座の研

修会、現地

見学会 

地 域 リ

ーダー 
・おはなしマップ n=46

伝承遺構

見学会 

治水・洪水

の遺構施設

をめぐる見

学会 

地 域 リ

ーダー 

・おはなしマップ 

・現地見学会 

（石碑、地物） 

n=28

安全大会 
災害伝承パ

ネル展 

中 高 年

層 

・おはなしマップ 

・災害伝承パネル 
n=55

天竜川防

災カフェ 

（午前） 

中 高 年

層 

・おはなしマップ 

・朗読 
n=14

天竜川防

災カフェ 

（午後） 

防災 

イベント 

子ども 

・子育て

世代 

・おはなしマップ 

・朗読 

・災害伝承カルタ 

 

 

n=8

 

 

 

   よく理解できた      やや理解できた 

   どちらでもない      あまり理解できなかった 

  理解できなかった 

7%

37%

26%

42%

13%

50%

56%

53%

58%

75%

20%

17% 4%

13%

4% 4%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【「災害に関する信仰や祭り」の理解度】 

・ 防災カフェ（午前）で 90％以上と高い理解率となっている。これは実際に読み聞かせ

ることにより、より効果的に伝承することができたのではないかと考えられる。 

・ 「災害に関する信仰や祭り」については「災害に関する伝説や昔話」との違いがわか

りにくく、と混同して捉えられた可能性がある。 

 

イベント 

名称 
内容 

訴求 

対象 
伝承手法 

人数
アンケート結果 

安全大会 
災害伝承パ

ネル展 

中 高 年

層 

・おはなしマップ 

・災害伝承パネル 
n=55

天竜川防

災カフェ 

（午前） 

中 高 年

層 

・おはなしマップ 

・朗読 
n=14

天竜川防

災カフェ 

（午後） 

防災 

イベント 

子ども 

・子育て

世代 

・おはなしマップ 

・朗読 

・災害伝承カルタ 

 

 

n=8

 

 

 
 

   よく理解できた      やや理解できた 

   どちらでもない      あまり理解できなかった 

  理解できなかった 

20%

33%

13%

48%

58%

63%

28%

8%

13% 13%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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○災害意識のレベルごとの理解度 

 イベント参加時の災害意識のレベルごとに各イベントの理解度を集計し、災害意識ごと

に有効であったイベントを検証する。以下にその結果を示す。 
 

【「無関心」レベル】 
・ 安全大会、防災カフェ（午後）以外で「よく理解できた」「理解できた」をあわせた

割合が 100％と高い理解度となっている。 
・ 防災カフェ（午後）では家族で楽しむイベントとしての要素が大きかったため、無関

心層の理解度としては低い結果となっている。 
・ 伝承授業での理解度が高く、無関心レベルには何回かの連続で伝承を実施することが

有効であると考えられる。 
【「気づき」レベル】 

・ 気づきレベルの人に対して赤十字奉仕団大会を除く全てのイベントで、100％近い理

解度となっている。 
・ 災害意識のレベルが「気づき」にある少し防災意識のある人にとっては、手法に関わ

らず理解度が高くなり、「気づき」レベルにある人に積極的に災害伝承イベントに参

加してもらうことが必要である。 
【「正しい理解」レベル】 

・ 「正しい理解レベル」の人に対しては、全てのイベントで、100％近い理解度となっ

ている。 
・ 「気づきレベル」の人よりもよく理解できたと回答している人の割合が高く、より理

解が深まっていると考えられる。 
【「的確な判断・行動」レベル】 
・ 「的確な判断・行動レベル」の人に対しては、全てのイベントで、ほぼ 100％の理解

度となっている。 
・ 「正しい理解レベル」の人と同様によく理解できた人の割合が高い。 
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●「無関心」レベル 

 

●「気づき」レベル 

●「正しい理解」 

レベル 

●「的確な判断・ 

行動」レベル 

図 6-1 災害意識のレベル別イベント理解度 

14%

50%

50%

33%

0%

86%

50%

17%

67%

33%

84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伝承授業5年（実施前）

伝承講座

遺構見学会

赤十字奉仕団

安全大会

防災カフェ（午前）

防災カフェ（午後）

n=19

n=7

n=4

n=0

n=6

n=3

n=3

100%

38%

67%

50%

40%

36%

63%

33%

100%

60%

57%

50%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伝承授業5年（実施前）

伝承講座

遺構見学会

赤十字奉仕団

安全大会

防災カフェ（午前）

防災カフェ（午後）

n=5

n=8

n=6

n=2

n=2

n=5

n=14

63%

60%

53%

100%

37%

30%

39%

47%

9%52%

80% 20%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伝承授業5年（実施前）

伝承講座

遺構見学会

赤十字奉仕団

安全大会

防災カフェ（午前）

防災カフェ（午後）

n=5

n=19

n=10

n=33

n=19

n=4

n=0

42%

50%

71%

50%

100%

58%

50%

58%

21%

50%

42%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

伝承授業5年（実施前）

伝承講座

遺構見学会

赤十字奉仕団

安全大会

防災カフェ（午前）

防災カフェ（午後）

n=0

n=12

n=6

n=26

n=14

n=2

n=1
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14%

55%

7%

67%

79%

97%

86%

45%

93%

33%

21%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○伝承実施による意識の変化 

 伝承実施による防災知識や行動の変化を計測するために、伊那小学校で伝承授業実施前

後でアンケート調査を行った。調査項目としては、既往災害の認識、災害知識、災害対応

について聞き取りを行った。以下にその結果を示す。 
 
○既往災害の認識 

・ 実施前の災害の認識としては、2 年前に H18 災害を経験しているが知らないと回答し

た児童が 2 割程度いる。 
・ 伝承授業の実施により 36 災害、58 災害、H18 災害すべてにおいて実施後に知識が定

着されたと考えられる。 
・ H18災害については３回の授業の中で何回か取り上げたのでほぼ100％の児童が授業

により分かったと回答している。 
既往災害 アンケート結果 

実施前

①36 災害 

実施後

 

実施前

②58 災害 

実施後

 

実施前

③H18災害 

 

実施後

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   知っている（実施前）／分かった（実施後） 

   知らない（実施前）／分からない（実施後） 
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○避難場所の認識 

・ 伝承実施前も 8 割が避難場所を認識している。これは小学校が避難場所となっている

ことが影響していると考えられる。 
・ 実施後には 97%の児童が避難場所を認識しているという結果が得られ、子ども達の防

災意識の底上げにつながったと考えられる。 

避難場所の認識

79%

97%

21%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施前

実施後

知っている（実施前）
分かった（実施後）

知らない（実施前）
分からない（実施後）

 
図 6-2 避難場所の認識 

 

○災害に関しての家族での話合いについて 

・ 伝承実施前は「していない」「あまりしていない」と回答した生徒が 75％と家族で災

害についてあまり話をしていない結果となった。 
・ 実施後には 87%の児童が何かしら防災について話していると答えており、伝承授業を

きっかけとして家族で災害について話すようになったと考えられる。これは授業の中

で、地域の防災マップをみて家族と話し合ってきたことを発表するという課題を与え

たことにより効果が出たと考えられる。 

災害に関して家族で話す意識

3%

7%

43%

28%

40%

34%

10%

31%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施前

実施後

よくしている

している

少ししている

あまりしていない

していない

※端数処理のため、合計が100%にならない  
図 6-3 災害に関して家族で話をしているか 
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○災害に対する準備 

・ 伝承実施前は少しでも準備をしている生徒が 34％と災害に対する準備は十分といえ

ない状況であった。 
・ 実施後には 65%の児童が少しでも準備をしていると回答しており、授業実施期間が 3

ヶ月の中で防災意識の変化が十分にあったと考えられる。 

災害に対する準備の意識

7%

10%

17%

34%

10%

21%

21%

21%

45%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施前

実施後

十分している

している

少ししている

あまりしていない

していない

 
図 6-4 災害に対する準備をしているか 

 

○災害時の避難行動 

・ 伝承実施前は自分で避難所に避難すると回答した児童は 24％と少なく、避難するよ

うに言われたら避難するが 66％と自主的な避難の意識は低い結果であった。 
・ 実施後には 67%の児童が自分で避難所に避難すると回答しており、授業の中で避難を

どのようにするべきか伊那市の方からお話を伺ったことで意識の変化があったと考

えられる。 

災害時の避難行動の意識

24%

67%

66%

33%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施前

実施後

自分で避難所に避難す
る

避難するように言われ
たら避難する

分からない

 
図 6-5 災害時の避難行動 
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○伝承実施による効果の計測 

授業の実施前と実施後における児童の防災意識の変化を数値化して比較することにより、

災害教訓伝承がもたらした防災意識への効果を検証する。 

・ 検証方法としては、「災害に関して家族で話す」「災害に対する準備」「災害時の避難

行動」に関する 5段階の回答を点数化し、クラスの平均値を測定した。 

・ ５年生は実施前後の値、６年生については実施前のみの値としている。 

・ 実施前では５年生も６年生も防災意識に大きな違いは見られない。 

・ ５年生ではどの項目においても実施前後で平均値が上がっており、伝承授業の実施に

より防災意識の向上がみられたと考えられる。 

・ 特に「災害に関して家族で話す」意識の変化が高い結果となった。 

 

災害教訓伝承がもたらす防災意識への効果

4.7

2.1

3.4

3.1

4.1

2.2

2.5

4.0

0

0.5

1
1.5

2

2.5

3

3.5
4

4.5

5

実施前 実施後

家族で話す意識（5年生）

災害に対する準備（5年生）

災害時の避難行動（5年生）

家族で話す意識（6年生）

災害に対する準備（6年生）

災害時の避難行動（6年生）

 
図 6-6 防災意識の変化（伝承授業） 

 

※点数は数字が大きいほど防

災意識が高いことを示す



 6-39

○伝承実施による効果の要因検証 

授業の実施後において、自由記述方式で「防災と社会」授業に対する感想を記入しても

らった結果を整理し、防災意識の変化をもたらした効果の要因を分析する。 

・ およそ 9 割の児童が記入してくれた感想を、「内容への理解」「防災意識の向上」「要

望」「授業への好感」の観点から整理を行った。 

・ およそ 6割の児童が授業内容への理解について、また児童の 3割が授業をきっかけと

した防災意識への向上について述べている。 

・ 授業内容としては、現場見学会や災害時の対応についての評価が高い。 

・ 授業に対する要望としては、改善点にかかわるものではなく「またやってほしい」と

いう授業の継続を望むニーズも見られた。 

・ その他、授業が好きになった、災害に興味が持てるようになったという意見も見られ

た。 

・  

表 6-1 授業の感想 

項目 内容 

内容への理

解 

・ 自然災害は怖いけれど、自分で対策をすれば助かるとか災害対策本部など

の事が良く分かりました 

・ 実際に天竜川に行って見て来たりしたので、よく分かった 

・ 地震や水害などがおこった時の避難の仕方が分かったので良かった 

・ 色々な水害があってそれを乗り越えてきたんだなと思った 

防災意識の

向上 

・ 災害が起きた時は、すぐに、逃げれるように、非常持ち出し袋など用意し

とこうという気持ちになった 

・ 教えてくれる人の話がとても分かりやすくて、災害について家で話すよう

になった 

・ 最初はどうでもいいと思っていたけど、普段からしていかなきゃと思った

要望 ・ またやってほしい 

その他 

・ 最初は、あんまりおもしろくなさそうだなって思っていたけど、やってい

く内に、楽しくなってこの授業が好きになりました。 

・ この授業をして、災害にすごく興味を持って出来るようになりました。3

回だけでもすごくたくさんの事が分かったような気がします。 

 

「防災と社会」授業の感想

14%4%

25% 57%

内容への理解

防災意識の向上

要望

その他

 
図 6-7 授業の感想内容 
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○イベント別の災害伝承意向率 

・ 防災カフェ（午後）以外では６割以上の人が災害伝承者として携わりたいと考えてい

る。これは防災カフェ(午後)では家族を対象に行っていたため、家族で楽しめるイベ

ントの要素が強く、今後伝承していきたいという意識にはつながらなかったことが考

えられる。 
・ 伝承講座では「災害伝承を公民館講座として行いたいかどうか」を聞いており、８割

以上の人がその可能性があると答えており、今後の展開につながる可能性を持ってい

る。 
・ 今後の展開としては、公民館の伝承講座のように、管内の市町村への展開を定着させ

るための試みが考えられる。具体的には、「災害伝承の仕組み作り」「伝承内容の解説」

「現場見学会」などイベント的なものがあげられる。 
・ 伝承の質的展開としては、伝承の情報をまとめるデータベース、伝承素材として価値

のあるデータや記録を継続的に整理、新しい情報や貴重な記録を発掘し公開するなど

の展開が考えられる。 
 

イベント 

名称 
内容 

訴求 

対象 
伝承手法 人数

アンケート結果 

災害教訓

伝承講座 

災害教訓伝

承講座の研

修会、現地

見学会 

上 伊 那

公 民 館

館長・主

事 

・おはなしマップ

・現地見学 

・伝承ビデオ 

n=46

伝承遺構

見学会 

治水・洪水

の遺構施設

をめぐる見

学会 

地 域 リ

ーダー 

・おはなしマップ

・現地見学会 
n=28

安全大会 
災害伝承パ

ネル展 

中 高 年

層 

・おはなしマップ

・災害伝承パネル

・伝承ビデオ 

n=55

天竜川防

災カフェ 

（午前） 

中 高 年

層 

・おはなしマップ

・朗読 

・災害伝承パネル

n=14

天竜川防

災カフェ 

（午後） 

防災イベン

ト 

子ども 

・子育て

世代 

・おはなしマップ

・朗読 

・災害伝承カルタ

n=8

 

 

 

 

 

13%

19%

23%

21%

14%

69%

42%

48%

64%

14%

18%

38%

21%

14%

29% 43%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
非常にそう思う ややそう思う
どちらでもない あまり理解できなかった
理解できなかった


